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子育て応援NPO
　青梅市は、東京都の西の端、森林率60％以上の緑豊
かな街です。そんな街で子育て応援のNPOとして2002
年より活動しています。
　「この街で子育て出来て良かった」と思える街づくり
をミッションに、そして今は、０歳から100歳まで生き
生きと暮らせる街づくりを目指しています。
　現在の活動スタッフは53名、他に理事、監事の方々
にも支えられ活動しています。スタッフは30代から70
代までの多世代に渡る年齢層で構成されています。また、
自治会関連役員・PTA役員・地域選出の福祉関連役員を
率先して引き受ける地域の担い手でもあります。そして、
大学講師、小中高教諭、幼稚園教諭、保育士、社会福祉
士、ピアノ講師、ストレッチ講師、おもちゃコンサルタ
ント、CAPスペシャリスト、もちろんBP認定ファシリ
テーターも８名もいる様々なスキルをもったメンバーの
集まりです。様々なスキルをもつメンバーが社会の動き
を見ながら今何が必要かを察知しながら提供するための
チームを作り活動しています。そして、私たちは、NPO
の中のBPチームです。現在は、行政委託のBPプログラ
ムを年に４回開催しています。

青梅市でBPプログラムを開催したい！
　2010年「行政と子ども・子育てNPOのための共同フ
ォーラムとうきょうの子ども・子育てのスタンダートを
作ろう！」での原田正文先生の基調講演の中で、BPプ
ログラムを開発中であるとの話しをお聞きし、完成を待
ち早速BPファシリテーター養成講座を受講しました。
そして、2012年10月に市民提案協同事業にエントリー
し採択され開催しました。参加者からは、「子育てがと
ても楽しくなった。」「参加して本当に良った。」との
声が全員から聞かれ、協働提案事業採択に関わった審査
委員からもBPプログラムの社会的ニーズと効果につい
て十分に理解していただけました。しかし、その後は予
算がないとの回答で、行政との協働開催はなくなりまし
た。そして2013年からは私たちのNPOでの自主開催を
することで続けていきました。予算もなく、行政からの
協力が得られない中で、「２か月から５か月の第一子を
育てるお母さん」に出会うことはとても難しいことでし
た。また、続けて4回同じ曜日、同じ時間に会場を確保
することも難しい状況でした。困り果てていた時、地元
の不動産会社のオーナーが、モデルルームの一室を貸し
てくださり４回同じ場所を確保することが出来ました。
そして2014年、西武信用金庫が実施を始めた「第一回
街づくり活動助成金制度」にエントリーし、採択され途

切れることなく開催することが出来ました。このBP実
施で日本財団奨励賞を頂きました。そして、時を同じく
してその年に行政から年２回の開催を依頼されることと
なりました。２回の開催では、参加したくても月齢のは
ざまで受けられないお母さんも出てくる状況を何とかし
たいとの思いで2015年からは、1,2回目は、行政との協
働事業とし、３回目は私たちNPOの自主開催として何と
か月齢の狭間の方がいないようにしました。その後、毎
回のアンケートの結果を行政にも送り参加者の声を届け
ることで、参加者からの高評価に年に３回、今では年４
回の開催となりました。また、2018年度には、近隣の
昭島市からのBP開催依頼があり年間６回のBPプログラ
ムを他市に広げることが出来たのも嬉しいことでした。 

参加者の声
　BPプログラムの４回のセッションの最後の一人一言
を聞くたびに、そして参加者の安心した笑顔を見るたび
にこのプログラムを続けていることの意義を感じていま
す。そして、今でも忘れられない参加者の言葉がありま
す。「本当に孤独で不安でつらかった。この講座に参加
していなかったら新聞に載ってしまうようなことをして
しまっていたかもしれません。参加して本当に良かっ
た。」と涙ながらに話してくださった言葉です。
　「おむつを替えても、オッパイを飲ませても抱っこし
ても泣き止まない。」「赤ちゃんが何をしてほしいのか
がわからない。」等々、赤ちゃんの要求が分かりにくい
ことでの不安やストレスを感じている方が多くいらっし
ゃいます。そのような中で、参加者同士が「そうそう、
うちも同じ。」と話しているうちに解決はしませんが、
心が穏やかになっていく様子がよくわかります。そして、
その参加者からの生の声が私自身の学びとなり、子育て
支援の場でも大いに役立っています。

BP1の参加者からの要望の声
　BP1プログラムに参加した方々が、第２子、３子の出
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産に伴い、「第1子じゃない子のためのBPはないのです
か。」との声をよく耳にするようになりました。また、
第２子、３子の子育てでストレスや不安を感じていらっ
しゃる親子に子育て広場などで出会うこともありました。
上の子の赤ちゃん返り、いやいや期真っ盛りの対応に四
苦八苦している等々の声があがっていました。第２子が
生まれる前から「生まれたらどうなっちゃうのか？」と
心配ごとを話してくださる方もいらっしゃいます。その
ような声を聞く中、「これは行くしかない！」との強い
思いで東京第１期BP2ファシリテーター養成講座にNPO
の「BPチーム」から２名受講しました。全国のBP1フ
ァシリテーターとの充実した講座で脳も身体もフル稼働
でした。そして、改めてファシリテーターの役割を学び、
実践する機会を頂きました。そして、このプログラムを
早く青梅の地でも伝えたいとの思いが更に大きくなりま
した。

BP2を開催するために
　初めの一歩は、2020年度の市民提案協働事業にNPO
からエントリーすることでした。BP1プログラムを協働
開催した時と同様に、行政と協働することで市民へ声を
確実に届けられることが出来るからです。まずは、BP2
プログラムのプレゼンテーションです。審査委員は、コ
ロナ禍での開催についての懸念を話されましたが、事務
局より頂いていたエビデンスに基づいた「新型コロナウ
ィルス感染拡大防止のためのBP2プログラムの進め方と
注意点」を基に話しをしましたところ理解を頂けました。
そして、採択され11月、12月の開催も決まりましたが、
コロナウィルスの影響で参加者がなかなか集まらない状
況でした。参加申し込み枠を８組と減らしたのですが、
参加者に声は届くも「夫の会社からいかなるイベントの
参加も禁止されている。」「私は参加したいのだが、姑
や実母から反対された。」「赤ちゃんを連れてそのよう
な講座に出ることで、他の人の目が怖い。」とおっしゃ
る方もいらっしゃいました。参加できないと言ってきた
方も「このような状況じゃなければ参加したい。」と残
念がってくれました。コロナ禍で子育て広場の利用者数
を制限して予約制にしていることもあり、対象の参加者
に出会えなかったのですが、開催１か月前になり続けて
申し込みがありました。また、地元のコミュニティサイ
トを運営している方からBP2プログラムの募集を掲載し

てくれるとの話しを
頂き、掲載して頂き
ました。ＬＩＮＥを
利用したコミュニテ
ィサイトからも申し
込みがありました。
近年では新聞等の紙
媒体のメディアを利
用している方が少な
くなり、更に市報も
紙媒体では手にしな

いという状況が出てきています。参加者への周知にＳＮ
Ｓも必要である事をこのコロナ禍で実感しました。参加
者は、１回目６組でスタートし、２回目から増え７組で
の開催となりました。

コロナ禍でのBP2開催！
　事前に参加者へ送付する「赤ちゃんと一緒のお出かけ
持ち物リスト」と一緒に「コロナ感染拡大防止のための
お願い」で「検温は必ず家で測ること。母親は37℃、
子どもは37.5℃以上は参加できない事。マスクは必ず
着用してくる事。」を記載しました。更に毎回入り口前
で手指の消毒と検温を行い、子育て広場で利用している
「健康チェック表」で健康チェックを行いました。開催
初日、ファシリテーターもアシスタントも笑顔を絶やさ
ずに「ようこそ」の気持ちで受け入れました。参加者も
コロナ禍での外出で緊張している様子でしたが、声をか
けると皆さんホッと笑顔になってくださいました。
　会場準備では使い捨ての手袋をはめ、1人分ずつのバ
インダーをセットして間隔をおいて座る場所に置き、参
加者には「赤ちゃんは、お母さんの横に寝かせてくださ
い。」とお伝えしました。そうすることで参加者同士の
距離をしっかり保つ事が出来ました。

今だから大切な人との繋がり
　第１回、第２回のセッションでは、参加者の話題のほ
とんどが上の子どもの聞きたい事・困り事などでした。
最初は上の子どもの話しで大いに盛り上がっていました。
上の子どもの成長での様々な聞いてみたい事、困り事を
参加者同士で話し合ううちに疑問や不安が緩和されたよ
うで、回を重ねると一緒に参加している赤ちゃんの話し
が増えてきました。３回目の始まりの一人一言で赤ちゃ
んの成長の話しが出て、上の子の年齢や性別によっても
聞いてみたい事・困り事が違ってくる事を知り、先の見
通しが持てるようになったと話していました。５組から
７組の参加者だったので密になることもなく距離をおい
ても話しはしやすく声も届いていました。参加者は、話
し合い、そして考える時間を共有する中で上の子どもと
赤ちゃんのいる子育てについて深く考えることが出来て
いました。また、先を見通せる子どもの成長、発達をテ
キストやＤＶＤを使って伝えることで、子育ての不安や
疑問を軽減できていたようです。「人と話すことで、繋
がることでこんなにも気持ちが楽になれるんだ。」「コ
ロナ禍での出産・育児で検診もなくなり、本当に人との
出会いがなかったので、色々話せて良かった。」との参
加者の声に、コロナ禍の中でもBP2を開催できて良かっ
たと心から嬉しく思いました。
　実施してみて、BP1もBP2もとても大切な子育て支援
プログラムであることを再認識しました。今後のBP2の
開催については、現在のところ行政との協働や依頼は見
込めませんが、この大切なプログラムを届けていくため
に、子育ち子育て応援のNPOが先陣を切って進めていき
たいと考えています。地域密着情報サイトチラシ表紙
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